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平成２５年３月２２日 

 各  位 

                  会 社 名  三菱倉庫株式会社 

                   代 表 者 名  取締役社長   岡 本 哲 郎 

                    (コード番号９３０１ 東証第一部、大証第一部) 

                   問 合 せ 先  業務部長    前 川 武 弘 

                    (ＴＥＬ ０３－６７０５－６５８５) 

 

三菱倉庫グループ 新中期経営計画［２０１３－２０１５］の策定について 

 

当社は、国内外の政治・経済・社会情勢の急速な変化に対応し、当社グループの一層の

業績向上と将来に向けた成長力の強化を図るため、２０１６年３月期を最終年度とする

新たな中期経営計画［２０１３－２０１５］を策定いたしました。 

 

１．基本方針 

(1) グローバル化に対応したロジスティクス事業の一層の拡充 

(2) 不動産事業の基盤強化と拡充 

(3) サービス品質の向上 

(4) 自然災害対策を含む危機管理の強化及び地球環境対応の徹底等 

 

２．基本戦略 

 前項の基本方針に基づいた戦略として、次の６項目を基本戦略とします。 

(1) 物流事業の拡充と事業基盤の強化 

お客様から信頼を得ている高品質の在庫・入出庫・輸送管理に基づく配送センター

業務や高効率のコンテナターミナル業務を拡充するとともに、国内の物流事業の基

盤強化を図ります。 

(2) 国内外一体のロジスティクス事業の拡充 

成長が望めるアメリカ、中国、東南アジア等を中心に、当社グループの強みを活か

した国内外一体のロジスティクス事業の展開を加速します。 

(3) 賃貸を中心とする不動産事業の拡充 

不動産事業の長期安定した収益性を確保するため、既存賃貸施設の機能の維持・向

上及びビル賃貸事業以外のビジネスの拡大を図ります。 

(4) 自然災害対策を中心とするリスク管理の強化 

各種リスクの高まりに対応し、自然災害を中心としたリスク管理の強化を推進し、

あわせて対策の徹底を図ります。 

(5) 地球環境対応の強化 

グループ全体での環境配慮意識の向上に努め、企業の社会的責任を果すとともに、

事業の競争力向上を図ります。 
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(6) 経営基盤の強化 

人材の育成と活用、財務基盤の安定、コンプライアンスの徹底、グループ経営強化、

シナジーの高いＭ＆Ａ・業務提携の実施等により、事業を支える経営基盤の強化を

図ります。 

 

３．計画期間・業績目標 

(1) 期間 

２０１３年度～２０１５年度(３カ年) 

(2) 業績目標(２０１５年度。連結) 

営 業 収 益  ２，５００億円 

営 業 利 益    １５５億円 

経 常 利 益    １６５億円 

当期純利益    １０２億円 

 

 （参考）２０１５年度目標と２０１２年度予想との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．投資計画 

期間中に総額６００億円（物流２２０億円、不動産３３５億円、災害対策・地球環境

対応４５億円）の投資を予定しております。 

 

以 上 

 

連結業績数値 (単位:億円)
2012年度 2015年度 2012/2015年度比

(H24年度) (H27年度) 増減額 増減率

合 計 2,003 +497 25%

物 流 事 業 1,630 +490 30%

不 動 産 事 業 389 +11 3%

ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引 -16 -4 －

ｾ ｸ ﾞ ﾒ ﾝ ﾄ比率 81：19 － －

合 計 127 +28 22%

物 流 事 業 66 +28 42%

不 動 産 事 業 105 +0 0%

全 社 費 用 -44 +0 －

ｾ ｸ ﾞ ﾒ ﾝ ﾄ比率 39：61 － －

経常利益 147 +18 12%

当期純利益 82 +20 24%
(注)2012年度(H24年度)は第3四半期対外発表予想数値
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